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標
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催
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令和３年度研究発表会発表題目・特別講演題目

【研究発表】

（国語）

・岩田あゆ実　ジェンダーから見た高校国語教科書の実態―出版社間の比較を通して―
・田中　育代　古典和歌における「空」
　　　　　　　　─上代から中古にかけて空間としての「空」はどう詠まれたか─

（英語）

・中野絵理香　中学校の英語音声指導―歌活動の実践を通して─
・蛭田久美子　小学校英語における発話の音声指導を考える―寸劇活動を通して―
・後藤　美緒　中学校の英単語の読み書きの困難性と指導のあり方―小中の接続に着目して―
・槙　　颯英　�中学生を対象とした ICT 機器を活用したスピーキング活動による英語スピーキ

ング不安の変化と思春期不安との関係
・森本由紀美　�小学校高学年の読み書き指導におけるジョリーフォニックスを取り入れた実践

の検討
・吉岡　朋華　協同的な英語学習に対する生徒と教師の認識についてのアンケート調査

【特別講演】

玉井　健（神戸市外国語大学名誉教授・高知リハビリテーション専門職大学教授）
　　　　　　リフレクティブ・プラクティス―授業実践研究のための理論的基盤と方法




